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3 事例集 
ヒアリングで聴取した事例をまとめて事例集とした。これらの事例からは、生活期リハビ

リの効果がどのようなプロセスを経て発現するのかが明らかになっている。なお、読みやす
くするために５つのテーマに事例を振り分けたが、１つの事例が複数のテーマに関連してい
ることも多いため、便宜上、最も事例の内容と関わりのあるテーマに入れた。 
参考資料として、ニーズの把握のために使用した希望調査シートの写しを以下に示す。 
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   １. 潜在的ニーズの明確化が図られた事例 
 

★事例１  

「冬でも雪の上を歩いてみたい」本人の希望は強いと気付かされた事例  
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★事例２  

家族やデイケアスタッフも気づかなかった真のニーズに触れ、それを実現す
ることができた事例  
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★事例３  

本人の興味・関心を引き出すことで意欲向上がみられた事例 
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★事例４  

言葉の裏に隠された新のニーズ（本心）を把握できたことで得られた家庭内
役割の第一歩 ～家族の心配を安心に～  
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★事例５  

意欲向上により歩行の介助量軽減と声量の改善が見られた心不全患者の事例  
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★事例６  

希望調査シートによってニーズが明確になり、「生活リハビリ」で生活が改
善した事例  
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★事例７  

意欲向上により歩行の介助量軽減と声量の改善が見られた心不全の事例  
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「夫の墓参り」を目標としたことで運動機能の向上がみられた事例
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★事例８  

ニーズの明確化に伴い利用者を取り巻く環境の課題が浮き彫りになった事例  
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★事例９  

しっかり歩けるようになりたいとの希望の奥にみえた思いへの関わり  

～趣味的活動の再開～  
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２. 家族の協力のもと目標の共有設定ができた事例 
 

★事例 10 

呼吸困難感の憎悪により動くことへの恐怖心が強くなった利用者への取組み  

～多職種間・家族間で統一したケアを行った事例～  
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★事例 11 

活動量が増加し、家事への意欲が向上してきた事例  
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★事例 12 

家族の協力により「外出」のニーズ達成に向かいつつある事例  
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★事例 13 

家族の協力の下、旧友と再会し交流を深めることが出来、笑顔を取り戻した
事例  
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３. 生活活動の拡大に伴うリスクを考慮した事例 
 

★事例 14 

生活空間の拡大よりも安全な生活空間を確保することを優先した事例  

～今の生活を維持することが一番の幸福～  
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３. 生活活動の拡大に伴うリスクを考慮した事例 
 

★事例 14 

生活空間の拡大よりも安全な生活空間を確保することを優先した事例  

～今の生活を維持することが一番の幸福～  
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★事例 15 

本人の希望をかなえるため、無理なく、リスクも少ない方法で段階的にステ
ップアップした事例  
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★事例 16 

寄り添うことで自信をつけ、再び店の手伝いができるようになった事例  

102



95 

 

103



96 

 

★事例 17 

要介護度が高い利用者に対して生活期リハビリの効果を実感した事例  
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４. 医療との連携・協働が図られた事例 
  

★事例 18 

生活範囲拡大への取り組み～不安の解消で活動性向上が得られた事例～  
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★事例 19 

介助方法の指導により、歩行自立に至った事例  
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★事例 20 

医療職とも目標を共有し運動量が増加した事例  
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５．チームケアによって多職種連携が上手くいった事例 
 

★事例 21 

ポータブルトイレでの排泄を希望する独居の方の事例  

～家族負担の軽減と動作練習への連携～  
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★事例 22 

リハビリ目標が明確でない事例に対し、チームでの関わりにより明確な目標
を設定した事例  
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★事例 23 

意欲低下に対して目標提示を行い、他職種との連携で活動を促した事例  
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★事例 24 

食事をすることを目標に生活範囲が拡大した拒否反応の強かった施設入所者  
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★事例 25 

足の痛みを恐れずにやりたいことができるようになった事例  
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★事例 26 

呼び寄せ高齢者の生活混乱期支援において関係者の緊密な情報交換とチーム
ワークで自信回復と社会参加につながった事例  
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